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Recently, Platform Screen Door and Automatic Platform Gate are placed in the train stations in the urban 

area for the safety and the smooth movement. On the other hand, the fact that it does not conespond to 

different types ・of train cars makes the placement difficult. Therefore, mobile Platform Screen Door and 

Automatic Platform Gate are studied, and the proposals for the composition that corresponds to different 

types of train cars and the way the door and gate moves to the door position of the next train before coming 

are made. Yet for the passengers, the system, which the door and gate move before hand, will certainly affect 

the pleasantness, since there is a constantly moving object closer than the train. Hence, the experiment was 

done to clarify how much Platform Screen Door and Automatic Platform Gate are accepted by the passengers, 

mainly by finding the relationship between the velocity of the gate and distance to the passengers through 

evaluation of a subject. 

Ke_111vord5: Automatic Platfonn Gate, Platfonn Screen Door, Acceptability of Passenger 

1．はじめに

近年，鉄道駅のプラッ トホーム上に，ホーム ドア ・ホ

ーム1罰等 {Fig.I・ 2)の設置が広がってきている．これら

は安全対策 ・交通バリアフ リー政策などに対応するもの

であり ，省力化にも貢献することから．今後も都市部を

中心に普及が進んでいくものと考えられる． しかし現状

では， lriJ時に多種多様な車両が走る路線もあり ．車両の

種別 ・用途や形式によって， 車両長， ドアの数 ・広さ ・

位置なども千差万別である．対 して．現在のホームドア ・

ホーム1屑等は開口部が国定されており ，その設置に際し

ては，車両側の扉位館の統一などの調整が必要と なって

いる．したがって既設路線に導入する場合には，車両更

新や定点停止装骰導入などによって多大なコストがかか

ったり ，列車種別に応 じた車両の使い分けや行き先別の

停止位個の微調整などの多様な形態のサー ピス提供がで

きないなど課題は多く ，普及への大きな障害となると考

えられる．

鉄道システム全体としては，やはり 従来より当たり 前

に実現している多様な車両による目 的に応じた運行形態

を引き絞き可能にし，さらに将来の新しい車両 ・運行形

態への自由度を確保 しておくことが塑ましい．そのため

には． ＂乗降（立置がある程度自由に可変できる”ホームド

ア ・ホーム柵等の設置が必要である．同時にこれらは停

車（立個ずれなどにも対応可能で，定点停止装置i詳入が不

要になる上に，過走による遅延等を防ぐことができるの

も大きな利点である．そこで，本研究では乗降位置可変

型ホームドア ・ホーム情について，その有効な方策を検

討 ・提案するものである．

Fig.I Existing Platform 

Screen Door 

Fig.2 Existing Automatic 

Platform Gate 

Au1omatic Platfonn Gate unit 

Fig.3 Basic unit of new Automatic Platform Gate 

2.乗降位匿可変型ホームドア・ホーム柵の

課題解決方法の検討と提案
乗降位（社可変のホームドア ・ホーム憎については， 既

に何種類かの提案がなされているが，部分的な動作機構
や特定の車両パターンのみの限定された対応であった．

そこで管者らは，多様な車種に対して，編成全体を考慮
して課題の解決を試み，以下のような構成と動き方につ

いて考案した．
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↓先頭車と過走対応 ↓一般的な中間車 ↓ 中間運転台対応位凶 ↓ 

(I) 20m-4doors cars for suburbs 

・'・ 
(2) 20m-4doors cars for conunuters 

(3) 20m-4doors cars for commuters (old model) 

r::r7TTrll rnc~r:: 1 r1 ・ 1 り・' :,.、. i' , . 

←進行方向 (4) 20m-3doors cars for suburbs (old model) ※網かけ部：ホーム111戸袋部

Fig.4 A sample of composition of Automatic Platform Gate corresponding to 20111-4doors-cars and 20m-3doors-cars 

↓先頭車と過走対応 ↓中間車の対応（車長の違いによって扉位世が大きくずれないように）

. i ;.., ....  : ・, J 1 9 し9:,.,  ;' ,  1 i : 1 1. 1 1 ! '1  1 9 • 

(I) 20m-4doors Scars 

Ii ,.1 9,  

←進行方向 （2) I 8m-3doors Scars ※網かけ部： ホーム憎戸袋部

Fig.5 A sample of composition of Automatic Platform Gate corresponding to 20m-4doors-8cars and 18m-3doors-8cars 

2. 1多様な編成に対応可能な構成

有効長 I.Om程度の扉体が長さ 1.4m程度の戸袋部の両

側に各 1枚出入 りする (Fig.3), もしくは片側に二段で

出入りするユニッ トを基本として，それらユニッ トがホ

ーム端上のレールに添って連なり個別に移動できる機構

を股定する．この構成によって，前述の乗車位侶可変に

対する種々の問題に対応可能となる．例として示すと，

20m4扉車と 3扉車の混在への対応では，同時に運転台

付車両特有の扉位置ずれと乗務員室扉への対応，および

2m程度の位置ずれへの対応などが可能である．さらに

小さめのユニッ トを導入することで分割併合編成の中間

運転台への出入 りも可能となる (Fig.4).また，8両編成

の 20m4扉車と 18m3靡車の混在対応でも，同様に 2111

程度の位置ずれまでは対応可能で，一部車両の5扉にも

対応可能である (Fig.5).2m程度の位置ずれ対応は，同

距離までの過走にホーム側で追従することや，行先・種

別で停車位t性を扉 1ヶ所分ずらすことを可能にする．

2. 2次の列車に合わせ事前に動いておく 動作

列車によって異なる扉位骰に対応するためには，次に

来る列車の扉位置の情報を得る必要がある．ホームに進

入 してきた時点で列車から直接梢報を受け取ることも可

能だが，常光掲示板等に表示するような運行情報から必

要な情報を褐ることができれば，列車が進入する前にあ

らかじめ次に来る列車に合わせてゆつくりと穏やかに扉

位協を移動しておくことが可能であるあらかじめ動く

ことによって，列車到将時の扉（立骰調整の時間が最小限

で済み，無用に所要時間が延びるのを防ぐことができる．

なおかつ聞閉位位の調柁には扉の開閉のような素早い動

きは必要ないので，駆動装防の小型化が可能という利点

もある．

3.列車が来る前に動作するホーム柵の

ホーム乗客への影響に関する実験的検討

3. 1実験の背景と目的

前述のように乗降位置可変型のホームドア ・ホーム情

においては，扉部分だけでなく戸袋部など全ての部分が

移動する可能性がある．その楊合，列車の他に今までよ

りも人間に近い所に移動9本が位置することになり ，ホー

ムドア・ホーム1屑の移動に伴って，従来の固定1屑以上に，

不快感 ・不安感 ・違和感 ・恐怖感な どを生じさせる可能

性がある．

これらの感党は移動9本の速度だけでなく ，移動体と利

用者との距雌も影製すると 考えられる．利用者が不快感

等を避けるためにホームドア ・ホーム情から隅れると，

その分プラットホームの有効幅が小さくなり，空間効率

や混雑率に悪影器を与える結果となる．ただし速度が遅

ければ，ほぼ接触するような距離だとしても不快感等を

感じない垢合もあると推測される．

一方，別途接触しー(..も問題(J)ない策を講じる として も，

大多数の人にと って，触らないでおこう， 距離を とろう

と自然に思わせるこ｝は安全 卜望ましい そのような適

切な速度に設定できれば，旅客がいたずらに距隈をとっ

たり，反対に不用慈に接触したりする可能性を低くする

ことができ，動くときに危険性を知らせるために笞告ラ

ンプや咎告音を付加する必要もない．そこで，利用者に

不快感等を与えないようなホーム！罰の移動速度と距離の

関係を明らかにするために被験者実験を行うこととした

3. 2実験の概要

実験は、東京大学生産技術研究所千艇実験所にて，2009

年 10月 4~9日の間に行った． ドーム状の屋内大空間に

ある垣状の空間 （長さ約 IOmX幅約 1.5111)をプラットホ
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ームに見立て，その端部に実物大のホーム柵を摸したII疫

高の壁（本（高さ l.30mX長さ 6.00m)を設置した (Fig.6• 
7). この実験用ホーム柵は電動で左右に動かすことがで

き，可動範囲は 2.00mである．移動速度は， 20・40 • 80・ 
160mm/sの4段階に設定したこれは，既存のホーム ド

ア ・ホーム1111-の扉の開閉速度が約 500mm/s, 通常の歩行

速度が約 1,000mm/s(= 3.6km/h)であることと比べる と

ゆっくりした速度である．なお，実験室内の暗騒音は約

40dBAと静寂なのに対し，速度 160mm/sの動作音は約

50dBA (Im離隔）に達し，速度による動作音の強弱が評

価に影蓉することが懸念された．そこで，ホーム柵の背

後よりヒ ン゚クノイズを付加して動作音をマスキングし，

暗騒音が 56dBAを下回らないようにすることで，動作音

の影響を軽減することとした．

実験手順は，まず既存のホームドア ・ホーム憎に対す

る印象を 13項目 X7段階 (Fig.8)で聞いた後に，動か

ない実験用ホーム情を見てもらい同様に印象を聞いた．

次に，動かない実験用ホーム柵に対して，「不快感を感じ

ずに待てる限界まで近づいて下さいJ旨を教示して，

1.5m離れた地点からホーム情に， （1）正対して近づく，

(2)右 90度を向いて近づく，（3）背を向けて近づく，の 3

つの体勢で一通り練習を行った後に，この順番で本番の

実験を行った続いて，「実験用ホーム柵は次の列車の扉

位置に合わせるために予めゆっくり動くこと 」を説明し，

20mm/sから上記(1)(2)(3)の順で実験を行った各（本勢

では，扉の 2種類の動作方向（左→右 ・右→左）につい

て測定した．計 6回の測定の後，被験者は今（本験した速

度のホーム情について，先程と同様の 13項目 (Fig.8)

で印象を評定したこの後 40• 80 • 160mm/sについても

同様の実験をこの順番で行い，最後に実験全体について

のアンケートに記入してもらったなお，各速度では動

きに慣れるために測定前に十分な時間をとって，ホーム

情に近づいたり触ったりすることを許した．測定したの

は，各（本勢のホーム揖表而と上半身の一番近い部分との

水平距離で，正面の場合は胸または腹， 側面は肘から二

の腕，背而は盾肺骨の表面であった (Fig.9).
被験者は， 19~39歳の計 30名（う ち女性 12名）で，

実験時間は一人 1時間弱であった．

3. 3実験の結果と考察 700 
実験で得られた距離は，年齢 ・性別など被験者屈性に全600

関しての有意差は見られなかったので，被験者平均した且500

ところ，速度が速くなるほど不快感を感じない距離は単 況00

調増加する結果となった．（本勢別ではどの速度においてぎ300

も， 側面く背而く正面の順となった (Fig.IO).中央 値 を g200

取ったところ， ［40mm/s]と[80111111/s]の間で 「ilul而前方か 100 

ら」以外の 3条件では距離の増加が一時的に停滞する碩 ゜
向がみられた

一方， 13項目の評定の結果を見ると (Fig.I I),既存ホ

ームドアは， [(I)ホーム転落の不安］・[(2)電車への接触の

不安］が他のホーム情と比べて圧1到的に小さいが， [(11)

閉鎖的に感じる］では，ひとつだけ強く閉鎖感が感じられ

ており，上部までスクリ ーンで遮蔽されている特性をよ

く反映している．速度による変化をみると， [(3)1備等に

接触し転倒する不安］ ・((4)柵等に巻き込まれる不安］．

((9)近づきたくない］・[(10)落ち智かない］・((12)気になる）

では，速度が速くなるにつれてそう感じる人の割合が単

調に増えている．

速度別では，［（6）動作が遅くてイライラする］・((8)触っ

たり寄りかかったりしたい］では， ［20mm/s]でそう感じる

人の割合が多い． また被験者のうち 1名が (20111111/s]で

moveable range. 
1,500mm Pla1fon11 

2.000p1rn 

Automatic Platfom1 Gate : 6.000mm 

Fig.6 Outline of experimental Automatic Platform Gate 

r.'・ 
Fig.7 Pl;ot~gr~Platform Gate 

讐一訓胃胴；
1)ホーム転落の不安

2)電寧への接触の不安

コメントが

あれば

:3)柵等に接触し転倒する不安

:4)柵等に巻き込まれる不安

:5)景隣のときに不便

:6)動作が遅くてイライラする

:1)動作が遠くて怖い

:8)触ったり． 寄りかかったりしたい

:9〉ホーム俎に近づきたくない

10)落ち賛かないと感じる

II)閉鎖的に感じる

12)気になる

13)不快である

Fig.8 Questionnaire fom1 of impression of platform door and gate 

front side back 
Fig.9 Measurement parts of distance 

700 

疹
--. bfroa , k I •• 誓g 000 0 シ， 00 

--~ide - 00 
fron: ，こ窃2I （）（） 

→-SIdc- °° 
bark 

゜0 2(l 閥80 160 0 2 0 4 0 8 9 ） l 60 
Spced m.,'s.I Spccd(mm,s 

(1) Mean (2)Median 

Fig. IO Distance between platform fence and the test subject 

酔いを感 じたとの申告もあり ，［20mm/s]は乗客を自然に

述ざけられないだけでなく，不愉快な感党を与える懸念

もあるので不適当と考え られる． 一方，［（7)!P）J作が速く

て怖 い］ では[80111111/s]以上で，［（13)不快である ］では．

[160mm/s]になると指摘の割合が高くなっている ．

以上，測定値の中央値のデークや印象の評定結果から

総合的に判断して，40~80111111/sの間に乗客のストレスが

比較的少ない最適な速度があることが示唆される結果と

なったこの速度は，Fig.4• 5の検討で戸袋部の事前移動
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距雌の最大値約 3.0111に対して，40111111/sでは 75sかかり，

2 分ヘッ ドでも 45s程度の停車時分まで対応可能な数値

である．
既存のホーム1罰等の利用状況を観察していると ，平均

的に 800mm程度離れて待っ人が多く，今1111の最大速度

[160111111/s]でも平均値 ・中央値は 700111111を下回っている

ことから，ある程度の速度で動かしても， 極端にホーム

の有効利用輻が狭まって しまう ことはないと 推測される．

また，既存のホーム1屑では， 戸袋にII寸をついたり，寄り

かかった りして，列車が進入してきても離れよ うと しな

い様子が散兄されるが，本研究の結果からは少し でも動

いていれば，ホーム1屑等に（本を預けるような行為は発生

しない こと が予測され，ホームの安全確保に一定の貢献

ができ ると 言える．
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4. まとめ

本研究では， 乗!JI位骰可変型の新方式のホームドア ・

ホーム1屑を検討 ・提案し，実験を行って具9本的に1＆適な

移動速度についても提案した．

本報では，あらか じめゆっ くり 動くホーム1翡の速度は，

40~ 80111111/sが適当との結果を得たが， この結果はあく ま

でも心理的なパ リアに対する評価であり，目眩や酒酔い

などで無意識にi屑に触れることは確実に発生するため，

ホーム柵に接触しても安全が保たれる対策を別途取るこ

とが求め られる．また，結果は本実験の条件下での数値

であり， 全ての状況に適用できる数値とは言いきれない．

例えば慣れてく れば， もっ と品い速度でも問題ない可能

性もあると 考え られる．

今後は，新方式のホーム情についてシ ステムやコス

ト・制御性なと について実用化に向けてフィ ージピリ テ

ィスタディ を行い， より 安全で便利な鉄道、ンステムの発

展に寄与 していき たい．
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Fig.I I Ansヽvcrratio of impression of platform screen and gates 
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